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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

原

信
太
郎

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ

本
稿
は
北
宋

謝
良
佐
（
字
は
顕
道
、
号
は
上
蔡
、
一
〇
五
〇
～
一
一
二
〇
？
）
の
語
録
『
上
蔡
語
録
』
に
訳
注
を
施
す

も
の
で
あ
る
。

謝
良
佐
は
道
学
の
祖
で
あ
る
程
顥
・
程
頤
兄
弟
の
門
人
で
「
程
門
四
先
生
」
の
一
人
で
あ
り
、
同
門
の
楊
時
と
並
ん
で
、

後
世
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
著
述
に
『
論
語
解
』
（
『
論
語
説
』
）
が
あ
る
が
、
す
で
に
散
逸
し
、
朱
熹
『
論
語
精

義
』
に
収
録
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
輪
郭
が
窺
え
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
思
想
や
学
説
を
窺
う
に
は
『
上
蔡
語

録
』
が
も
っ
と
も
重
要
な
資
料
と
な
る
。

現
行
本
『
上
蔡
語
録
』
は
上
・
中
・
下
の
三
巻
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
上
は

条
、
巻
中
は

条
、
巻
下
は

条

57

47

27

の
総
計

条
と
な
っ
て
い
る
。
編
纂
者
は
南
宋

朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
で
あ
る
。
以
下
、
『
晦
菴
先
生
朱
文
公

131

文
集
』
巻
七
五
「
謝
上
蔡
語
録
後
序
」
（
紹
興
二
九
年
三
月
）
、
及
び
同
巻
七
七
「
謝
上
蔡
語
録
後
記
」
（
乾
道
四
年
四
月
）
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に
よ
り
、
編
纂
経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
い
。

朱
熹
が
本
篇
を
編
纂
す
る
際
に
材
料
と
し
た
の
は
次
の
４
点
で
あ
る
。

①
呉
任
写
本
（
『
上
蔡
先
生
語
録
』
）
い
わ
ゆ
る
「
呉
本
」

②
呉
中
版
本
（
『
逍
遙
先
生
語
録
』
）
い
わ
ゆ
る
「
曾
本
」

③
胡
文
定
公
家
写
本
（
『
謝
氏
雅
言
』
）
上
篇

章
・
下
篇

章

55

47

④
胡
安
国
宛
て
謝
良
佐
手
柬

①
は
朱
熹
が
最
初
に
入
手
し
た
テ
キ
ス
ト
で
、
友
人
・
呉
任
の
写
本
で
あ
り
、
『
上
蔡
先
生
語
録
』
と
題
さ
れ
て
い
た
。

②
は
そ
の
後
に
得
た
テ
キ
ス
ト
で
、
『
逍
遙
先
生
語
録
』
と
題
さ
れ
、
江
続
之
の
序
が
付
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
謝
良
佐
の

兄
（
謝
良
弼
）
の
孫
の
謝
伋
、
及
び
謝
良
佐
門
人
・
曽
恬
の
子
、
曽
崇
（
希
元
）
よ
り
入
手
し
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。
①
②

と
も
に
曽
恬
の
所
録
に
も
と
づ
く
と
い
う
。
そ
の
後
、
胡
憲
よ
り
胡
安
国
の
家
に
伝
わ
る
写
本
③
を
入
手
、
該
本
は
上
篇
55

章
・
下
篇

章
の
構
成
で
あ
っ
た
。
う
ち
、
上
篇
は
謝
良
佐
と
胡
安
国
と
の
問
答
で
、
①
②
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
も

47

の
で
あ
り
、
下
篇
は
①
②
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
曽
恬
の
記
録
を
増
損
し
た
も
の
と
い
う
。

朱
熹
は
こ
れ
ら
か
ら
③
を
底
本
と
し
て
選
定
し
、
そ
の
上
篇
は
現
行
本
の
巻
上

条
と
な
り
、
下
篇
は
巻
中

条
と
な
っ

57

47

た
。
う
ち
、
下
篇
と
①
②
と
の
異
同
を
「
曾
本
云
…
…
」
「
呉
本
云
…
…
」
と
い
う
か
た
ち
で
示
し
た
。
残
る
は
現
行
本
の

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）
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巻
下

条
だ
が
、
そ
の
成
立
に
は
や
や
曲
折
が
あ
る
。
朱
熹
に
よ
る
と
実
は
②
に
は
後
か
ら
増
加
さ
れ
た
と
思
し
き
百
余
章

27

が
あ
り
、
う
ち
五
〇
余
章
は
「
本
指
を
失
ひ
、
他
書
を
雜
へ
」
「
程
氏
を
詆
り
て
以
て
佛
學
を
助
け
る
に
至
る
」
な
ど
内
容

そ
し

に
問
題
が
あ
る
た
め
こ
れ
を
削
除
し
、
残
り
の
も
の
に
つ
い
て
も
取
捨
を
加
え
、
三
〇
余
章
を
得
た
と
い
う
。
こ
れ
が
巻
下

の
も
と
と
な
っ
た
。
以
上
の
作
業
は
紹
興
二
九
（
一
一
五
九
）
年
三
月
ま
で
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
乾
道
四
（
一
一
六

八
）
年
四
月
ま
で
に
再
度
編
纂
に
従
事
し
、
④
を
「
三
篇
の
後
」
に
附
し
た
。
現
行
本
の
巻
下
第

・

条
が
そ
れ
に
当
た

25

26

る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
が
編
纂
経
緯
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

今
回
訳
注
を
施
し
た
範
囲
は
巻
上
の
第
一
～
一
〇
条
で
あ
る
。

凡
例

一
、
底
本
に
は
、
朱
傑
人
・
厳
佐
之
・
劉
永
翔
主
篇
『
朱
子
全
書

外
編
』
第
三
冊
（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一

〇
）
所
収
『
上
蔡
語
録
』
を
用
い
た
が
、
標
点
等
に
従
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一
、
訳
注
は
、
本
文
・
校
勘
・
口
語
訳
・
注
か
ら
な
り
、
そ
の
順
で
並
ぶ
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
注
の
後
ろ
に
余
説
を

附
す
。

一
、
校
勘
に
は
、
朱
子
遺
書
本
・
正
誼
堂
全
書
本
・
四
庫
全
書
本
・
和
刻
本
（
宝
暦
六
年
刊
本
）
と
の
異
同
を
示
し
た
。

た
だ
し
、
煩
を
避
け
る
た
め
、
異
体
字
、
通
仮
字
の
類
は
割
愛
し
た
。
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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

一
、
本
文
・
口
語
訳
・
注
中
【

】
で
示
し
た
部
分
は
、
割
注
・
小
字
注
に
相
当
す
る
。

一
、
口
語
訳
中
（

）
で
示
し
た
部
分
は
、
訳
注
者
に
よ
る
補
訳
で
あ
る
。

一
、
口
語
訳
・
注
中
、
次
の
よ
う
な
略
称
を
用
い
た
。

『
程
氏
遺
書
』
…
『
河
南
程
氏
遺
書
』

『
朱
子
文
集
』
…
『
晦
菴
先
生
朱
文
公
文
集
』

『
語
類
』
…
『
朱
子
語
類
』

［
一
］

本
文

問
、
學
佛
者
、
欲
免
輪
廻
超
三
界
、
於
意
云
何
。
曰
、
是
有
利
心
、
私
而
已
矣
。
輪
回
之
説
、
信
然
否
。
曰
、
此
心
有
止

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
校
１
）

【
凡
人
慮
事
心
先
困
、
故
言
有
止
。
】
而
太
虚
决
知
其
無
盡
。
必
爲
輪
回
、
推
之
於
始
、
何
所
付
受
。
其
終
、
何
時
間
斷
也
。

（
校
２
）

（
４
）

（
校
１
）

且
天
下
人
物
、
各
有
數
矣
。

校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
輪
回
」
を
「
輪
迴
」
に
作
る
。

（
校
２
）
正
誼
堂
本
は
小
字
注
「
凡
人
慮
事
心
先
困
、
故
言
有
止
」
が
な
い
。
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口
語
訳

質
問
し
た
、
「
仏
教
を
学
ぶ
も
の
が
輪
廻
の
循
環
を
脱
出
し
三
界
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
か
が
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
謝
良
佐
が
答
え
て
）
い
っ
た
、
「
こ
れ
は
利
己
心
か
ら
で
あ
っ
て
、
わ
た
く
し
に
過
ぎ
な
い
。
」
と
。

質
問
し
た
、
「
輪
廻
の
説
は
、
本
当
に
あ
た
っ
て
い
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
謝
良
佐
が
答
え
て
）
い
っ
た
、
「
こ
の
心
の
働
き
に
は
行
き
止
ま
り
が
あ
る
も
の
だ
が
【
人
が
物
事
を
思
考
す
る
に
は

限
界
が
あ
る
の
で
、
「
行
き
止
ま
り
が
あ
る
」
と
い
う
。
】
、
太
虚
が
き
わ
ま
り
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

強
い
て
輪
廻
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
で
は
生
命
は
最
初
、
一
体
ど
こ
に
宿
る
と
い
う
の
か
（
最
初
に
宿
る
場
所
な
ど
あ
り

は
し
な
い
）
。
生
命
の
終
わ
り
は
、
い
つ
訪
れ
る
と
い
う
の
か
（
訪
れ
な
ど
し
な
い
）
。
そ
れ
に
天
下
の
人
も
物
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
命
運
が
あ
る
の
だ
（
輪
廻
の
説
を
唱
え
、
そ
れ
を
超
脱
し
よ
う
と
す
る
の
は
無
意
味
な
こ
と
で
あ
る
）
。
」
と
。

注（
１
）
輪
廻
―
仏
教
語
。
衆
生
が
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
三
界
を
車
輪
の
回
る
よ
う
に
生
死
を
重
ね
、
停
止
す
る
こ
と
の

な
い
こ
と
。

（
２
）
於
意
云
何
―
仏
教
経
典
に
し
ば
し
ば
見
え
る
言
い
回
し
。
鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
に
「
須
菩
提
、
於
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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

意
云
何
。
東
方
虚
空
可
思
量
不
」
と
あ
り
、
東
晋

仏
陀
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
九
・
初
発
心
菩
薩
功
徳

品
に
「
佛
子
、
於
意
云
何
。
彼
人
功
德
寧
爲
多
不
。
帝
釋
言
、
佛
子
、
除
諸
如
來
、
其
餘
一
切
、
不
能
稱
量
彼
人
功

德
」
な
ど
と
あ
る
。
「
於
汝
意
云
何
」
の
か
た
ち
も
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
二
・
譬
喩
品
に
「
舍
利

、

弗
、
於
汝
意
云
何
。
是
長
者
等
與
諸
子
珍
寶
大
車
、
寧
有
虚
妄
不
。
舍
利
弗
言
、
不
也
世
尊
。
是
長
者
、
但
令
諸
子

得
免
火
難
、
全
其
軀
命
非
爲
虚
妄
」
と
あ
る
。

（
３
）
是
有
利
…
而
已
矣
―
仏
教
者
の
心
的
態
度
を
「
利
心
」
と
批
判
す
る
こ
と
は
す
で
に
程
氏
に
見
え
、
『
程
氏
遺
書
』

巻
一
に
「
佛
學
【
一
作
氏
】
只
是
以
生
死
恐
動
人
。
…
…
下
俗
之
人
固
多
懼
、
易
以
利
動
。
至
如
禪
學
者
雖
自
曰
異

此
、
然
要
之
只
是
此
箇
意
見
、
皆
利
心
也
。
籲
曰
、
此
學
不
知
是
本
來
以
公
心
求
之
、
後
有
此
蔽
、
或
本
只
以
利
心

上
得
之
。
曰
、
本
是
利
心
上
得
來
、
故
學
者
亦
以
利
心
信
之
」
と
あ
る
。

（
４
）
太
虚
―
気
に
よ
っ
て
充
実
し
た
無
限
大
の
宇
宙
空
間
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
万
物
は
太
虚
の
う
ち

に
あ
っ
て
気
の
集
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
離
散
に
よ
っ
て
形
質
を
失
う
。
北
宋

張
載
（
一
〇
二
〇
～
一
〇
七

七
）
が
生
成
論
の
中
核
に
据
え
た
。
太
虚
と
心
と
に
つ
い
て
は
本
篇
巻
上
に
も
「
問
、
太
虚
無
盡
、
心
有
止
、
安
得

合
一
。
曰
、
心
有
止
只
爲
用
他
。
若
不
用
則
何
止
」
と
話
題
に
挙
が
っ
て
い
る
。

［
二
］

本
文
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孔
子
曰
、
天
之
將
喪
斯
文
也
、
後
死
者
、
不
得
與
於
斯
文
也
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
其
如
予
何
。
於
天
之
將
喪
斯
文
下
、

（
１
）

便
言
後
死
者
不
得
與
於
斯
文
、
則
是
文
之
興
喪
在
孔
子
、
與
天
爲
一
矣
。
蓋
聖
人
德
盛
、
與
天
爲
一
、
出
此
等
語
自
不
覺
耳
。

孟
子
地
位
未
能
到
此
。
故
曰
、
天
未
欲
平
治
天
下
也
。
如
欲
平
治
天
下
、
當
今
之
世
、
舍
我
其
誰
。
聽
天
所
命
、
未
能
合
一
。

（
２
）

【
明
道
云
】

（
３
）

（
校
１
）

校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
は
小
字
注
「
明
道
云
」
が
な
い
。

口
語
訳

孔
子
が
「
天
の
将
に
斯
の
文
を
喪
さ
ん
と
す
る
や
、
後
に
死
す
る
者
、
斯
の
文
に

与

る
を
得
ざ
る
な
り
。
天
の
未
だ
斯

こ

ほ
ろ
ぼ

あ
ず
か

の
文
を
喪
さ
ざ
る
や
、
匡
人
其
れ
予
を
如
何
せ
ん
」
と
言
わ
れ
た
。
「
天
の
将
に
斯
の
文
を
喪
さ
ん
と
す
る
や
」
に
続
け
て

す
ぐ
「
後
に
死
す
る
者
、
斯
の
文
に
与
る
を
得
ざ
る
な
り
（
後
世
の
者
は
「
文
」
を
あ
ず
か
り
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
）
」

と
い
っ
た
の
は
、
「
文
」
の
盛
衰
は
孔
子
の
一
身
に
か
か
っ
て
お
り
、
天
と
一
体
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、

聖
人
は
徳
が
盛
ん
で
、
天
と
一
体
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
発
言
を
な
し
な
が
ら
も
、
と
ん
と
そ
の
自
覚
が
な
い
の
で
あ
る
。
孟

子
の
境
地
は
、
こ
こ
ま
で
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
い
う
訳
で
、
「
天

未
だ
天
下
を
平
治
せ
ん
と
欲
せ
ざ
る

な
り
。
如
し
天
下
を
平
治
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
今
の
世
に
当
た
り
て
、
我
を
舎
き
て
其
れ
誰
ぞ
や
」
と
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

も

お
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注
（
一
）

（
原
）

天
の
命
令
を
聴
い
て
お
り
、
天
と
合
一
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
【
明
道
程
顥
先
生
が
言
わ
れ

た
。
】

注（
１
）
孔
子
曰
…
如
予
何
―
『
論
語
』
子
罕
篇
に
「
子
畏
於
匡
、
曰
、
文
王
既
没
、
文
不
在
茲
乎
。
天
之
將
喪
斯
文
也
、
後

死
者
不
得
與
於
斯
文
也
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
其
如
予
何
」
と
あ
る
。
朱
熹
『
論
語
或
問
』
巻
九
・
当
該
章
に

「
或
問
五
章
之
説
。
曰
、
孔
氏
馬
氏
舊
説
、
蓋
以
將
喪
未
喪
相
因
而
爲
已
決
之
辭
也
。
精
義
諸
説
則
以
爲
相
對
而
未

定
之
辭
也
。
從
馬
氏
則
後
死
者
乃
孔
子
之
自
名
、
從
程
子
則
後
死
者
當
從
呉
氏
爲
後
我
而
死
者
。
言
我
若
當
死
則
後

人
不
得
與
聞
斯
道
、
我
若
未
當
死
則
匡
人
無
奈
我
何
也
」
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
『
論
語
』
経
文
「
後
死
者
」
に
は
そ

の
指
す
対
象
を
め
ぐ
っ
て
解
釈
に
分
岐
が
あ
り
、
古
注
（
孔
安
国
・
馬
融
）
で
は
孔
子
が
自
身
を
指
し
た
語
と
し
、

「
程
子
」
を
始
め
と
す
る
「
精
義
諸
説
」
は
「
後
我
（
＝
孔
子
）
而
死
者
」
、
つ
ま
り
孔
子
が
自
身
よ
り
後
代
の
人
々

を
指
し
た
も
の
と
す
る
。
『
論
語
精
義
』
や
『
程
氏
遺
書
』
に
集
め
ら
れ
る
資
料
か
ら
は
、
二
程
が
「
後
死
者
」
を
ど

う
捉
え
て
い
た
か
判
然
と
し
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
朱
熹
の
整
理
に
従
い
、
程
顥
は
後
者
で
理
解
し
て
い
る
と
判
断

し
、
口
語
訳
を
つ
け
た
。
な
お
、
朱
熹
自
身
は
古
注
に
従
っ
て
前
者
で
解
釈
す
る
。
『
論
語
集
注
』
当
該
章
、
並
び
に

『
語
類
』
巻
三
六
に
「
後
死
者
、
夫
子
自
謂
也
。
死
字
對
沒
字
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
２
）
天
未
欲
…
我
其
誰
―
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
下
に
「
孟
子
去
齊
。
充
虞
路
問
曰
、
夫
子
若
有
不
豫
色
然
。
前
日
虞
聞
諸
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夫
子
曰
、
君
子
不
怨
天
、
不
尤
人
。
曰
、
彼
一
時
、
此
一
時
也
。
五
百
年
必
有
王
者
興
、
其
間
必
有
名
世
者
。
由
周

而
來
、
七
百
有
餘
歳
矣
。
以
其
數
則
過
矣
、
以
其
時
考
之
則
可
矣
。
夫
天
未
欲
平
治
天
下
也
。
如
欲
平
治
天
下
、
當

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

、

今
之
世
、
舍
我
其
誰
也
。
吾
何
爲
不
豫
哉
」
と
あ
る
。

、
、
、

、
、
、
、
、

（
３
）
明
道
云
―
「
明
道
」
は
、
北
宋

程
顥
（
字
は
伯
淳
、
明
道
先
生
と
称
さ
れ
た
。
一
〇
三
二
～
八
五
）
の
こ
と
。
洛

陽
の
人
。
程
珦
の
子
。
煕
寧
の
初
め
、
御
史
裏
行
と
な
り
、
し
ば
し
ば
神
宗
に
進
言
し
た
。
後
、
王
安
石
と
新
法
を

議
し
て
合
わ
ず
、
簽
書
鎮
寧
軍
判
官
に
降
ろ
さ
れ
、
の
ち
、
扶
溝
県
知
と
な
る
。
哲
宗
立
つ
や
、
召
し
て
宗
正
寺
丞

と
し
た
が
、
未
だ
赴
か
ぬ
う
ち
に
卒
し
た
。
後
、
朱
熹
が
そ
の
遺
文
語
録
を
集
め
、
程
頤
の
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
『
河

南
程
氏
遺
書
』
と
名
づ
け
た
。
程
頤
と
並
ん
で
、
道
学
派
の
実
質
的
創
始
者
と
さ
れ
る
。
「
明
道
云
」
は
、
謝
良
佐
の

録
す
所
の
『
程
氏
遺
書
』
巻
三
に
「
夫
天
未
欲
平
治
天
下
也
、
如
欲
平
治
天
下
、
當
今
之
世
、
舍
我
其
誰
。
此
是
有

所
受
命
之
語
。
若
孔
子
謂
、
天
之
將
喪
斯
文
也
、
後
死
者
不
得
與
於
斯
文
也
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、
匡
人
其
如
予
何
。

喪
乃
我
喪
、
未
喪
乃
我
未
喪
、
我
自
做
著
天
裏
、
聖
人
之
言
、
氣
象
自
別
」
と
の
発
言
が
み
え
る
。

［
三
］

本
文

問
、
孟
子
言
、
盡
其
心
者
、
知
其
性
。
如
何
是
盡
其
心
。
曰
、
昔
有
人
問
明
道
先
生
、
何
如
斯
可
謂
之
恕
心
。
先
生
曰
、

（
１
）

（
２
）

充
擴
得
去
、
則
爲
恕
心
。
如
何
是
充
擴
得
去
底
氣
象
。
曰
、
天
地
變
化
、
草
木
蕃
。
充
擴
不
去
時
、
如
何
。
曰
、
天
地
閉
、

（
３
）

（
４
）

（
５
）
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賢
人
隱
。
察
此
、
可
以
見
盡
不
盡
矣
。

（
６
）

口
語
訳

あ
る
人
が
質
問
し
た
、
「
孟
子
は
（
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
に
）
「
其
の
心
を
尽
く
す
者
は
、
其
の
性
を
知
る
」
と
い
い
ま
し

た
。
「
其
の
心
を
尽
く
す
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
謝
良
佐
が
答
え
て
）
い
っ
た
、
「
昔
、
あ
る
人
が
明
道
程
顥
先
生
に
『
ど
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
恕
心
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
』
と
尋
ね
た
。

明
道
先
生
は
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
『
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
恕
心
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
』
と
。

（
さ
ら
に
質
問
し
た
、
）
『
拡
充
し
て
い
く
時
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
』
と
。

（
明
道
先
生
は
答
え
て
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
『
（
『
易
経
』
坤
卦
文
言
伝
に
い
う
）
「
天
地
変
化
し
、
草
木
蕃
ん
な
り
」
と

さ
か

い
っ
た
雰
囲
気
だ
。
』
と
。

（
さ
ら
に
質
問
し
た
、
）
『
拡
充
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
ど
の
よ
う
で
し
ょ
う
か
。
』
と
。

（
明
道
先
生
は
答
え
て
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
『
（
『
易
経
』
同
上
文
に
い
う
）
「
天
地
閉
じ
、
賢
人
隠
る
」
と
い
う
雰
囲
気

だ
。
』
と
。

こ
の
問
答
を
考
察
す
れ
ば
、
（
心
を
）
尽
く
す
こ
と
と
、
そ
う
で
な
い
こ
と
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
」
と
。
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注（
１
）
孟
子
言
…
知
其
性
―
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
に
「
孟
子
曰
、
盡
其
心
者
、
知
其
性
也
。
知
其
性
、
則
知
天
矣
。
存
其
心
、

養
其
性
、
所
以
事
天
也
。
殀
壽
不
貮
、
修
身
以
俟
之
、
所
以
立
命
也
」
と
あ
る
。

（
２
）
如
何
是
盡
其
心
―
「
如
何
是
～
」
は
、
知
ら
な
い
こ
と
を
尋
ね
る
と
い
う
よ
り
、
あ
る
程
度
心
得
の
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
相
手
の
意
見
を
質
す
も
の
。
衣
川
賢
次
訳
注
『
臨
済
録
』
（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
九
）
一
七
六
頁
を
参
照
。
本

篇
巻
中
に
「
問
、
言
有
物
而
行
有
常
、
如
何
是
有
物
」
と
あ
り
、
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
二
上
に
「
亨
仲
問
、
如
何
是
近

思
。
曰
、
以
類
而
推
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
一
四
に
「
曾
興
宗
問
、
如
何
是
明
明
德
」
な
ど
と
あ
る
。

（
３
）
充
擴
―
推
し
広
げ
て
充
実
さ
せ
る
。
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
に
「
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
擴
而
充
之
矣
、
若
火
之

始
然
、
泉
之
始
逹
、
苟
能
充
之
、
足
以
保
四
海
、
苟
不
充
之
、
不
足
事
父
母
」
と
あ
る
。

（
４
）
氣
象
―
人
物
の
境
地
・
レ
ベ
ル
・
性
質
、
聖
賢
の
事
跡
、
文
学
作
品
等
か
ら
お
の
ず
と
醸
し
出
さ
れ
る
雰
囲
気
や

お
も
む
き
を
指
し
、
特
に
人
物
批
評
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
垣
内
景
子
『
「
心
」
と
「
理
」
を
め
ぐ
る
朱
熹
思

想
構
造
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
）
一
五
七
～
一
八
六
頁
は
当
該
語
の
朱
熹
修
養
論
に
お
け
る
位
置
づ
け
を

論
じ
て
お
り
、
本
篇
読
解
の
参
考
に
な
る
。
本
巻
で
は
、
他
に
［
八
］
条
・
［
九
］
条
・
［
二
〇
］
条
に
も
見
え
る
。

（
５
）
天
地
變
…
草
木
蕃
―
『
易
経
』
坤
卦
文
言
伝
に
「
天
地
變
化
、
草
木
蕃
。
天
地
閉
、
賢
人
隱
」
と
あ
る
。

（
６
）
天
地
閉
…
賢
人
隱
―
注
（
５
）
参
照
。
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（
原
）

［
四
］

本
文

敢
問
、
何
謂
浩
然
之
氣
。
孟
子
曰
、
難
言
也
。
明
道
先
生
云
、
只
他
道
箇
難
言
也
、
便
知
這
漢
肚
裏
有
爾
許
大
事
。
若
是
不

（
１
）

（
２
）

理
會
得
底
、
便
撐
拄
胡
説
將
去
。
氣
雖
難
言
、
卻
須
敎
他
識
箇
體
段
始
得
。
故
曰
、
其
爲
氣
也
至
大
至
剛
、
以
直
養
而
無
害
、

（
３
）

（
４
）

（
校
１
）

（
５
）

則
塞
乎
天
地
之
間
。
配
義
與
道
者
、
將
道
義
明
出
此
事
。

（
６
）

（
７
）

校
勘

（
校
１
）
朱
子
遺
書
本
・
和
刻
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
卻
」
を
「
即
」
に
作
る
。

口
語
訳

（
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
の
）
「
敢
え
て
問
う
、
何
を
か
浩
然
の
気
と
謂
う
、
と
。
孟
子
曰
わ
く
、
言
い
難
き
な
り
」
に

つ
い
て
。
明
道
程
顥
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
「
彼
が
『
言
い
難
き
な
り
』
と
い
っ
た
、
た
だ
そ
の
一
言
か
ら
、
こ
の
お
方

の
心
中
に
た
い
そ
う
な
重
大
事
が
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
会
得
で
き
て
い
な
い
輩
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
（
『
言
い
難
き

な
り
』
な
ど
と
言
わ
ず
）
い
い
加
減
に
言
葉
を
並
べ
立
て
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
気
は
説
明
し
に
く
い
と
は
い
え
、
彼
に
お

お
よ
そ
の
形
象
を
つ
か
ま
せ
て
こ
そ
、
始
め
て
出
発
点
に
立
て
る
。
そ
こ
で
（
同
上
文
に
）
「
其
の
気
為
る
や
至
大
至
剛
、
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直
を
以
て
養
い
て
害
う
無
く
ん
ば
、
則
ち
天
地
の
間
に
塞
が
る
」
と
い
う
。
（
同
上
文
に
）
「
（
そ
の
気
は
）
義
と
道
と
に
配

す
」
と
い
う
の
は
、
道
義
の
観
点
か
ら
こ
れ
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
。

注（
１
）
敢
問
、
何
…
難
言
也
―
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
に
「
敢
問
、
何
謂
浩
然
之
氣
。
曰
、
難
言
也
。
其
爲
氣
也
、
至
大
至

剛
、
以
直
養
而
無
害
、
則
塞
乎
天
地
之
間
。
其
爲
氣
也
、
配
義
與
道
」
と
あ
る
。

（
２
）
爾
許
―
こ
の
よ
う
な
、
こ
れ
ほ
ど
の
。
張
相
『
詩
詞
曲
語
辞
匯
釈
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
二
）
巻
三
「
許

（
二
）
」
、
入
矢
義
高
『
増
補

求
道
と
悦
楽
―
―
中
国
の
禅
と
詩
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
）
二
八
一
頁
を
参
照
。

（
３
）
撐
拄
―
さ
さ
え
る
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
自
説
に
こ
だ
わ
り
、
強
引
に
言
い
繕
お
う
と
す
る
こ
と
。
垣
内
景
子
編

『
『
朱
子
語
類
』
訳
注

巻
百
十
七
～
百
十
八
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
）
二
五
頁
を
参
照
。

（
４
）
胡
説
將
去
―
動
詞
の
直
後
に
置
か
れ
る
〝
將
〟+

方
向
動
詞
（
〝
去
〟
或
い
は
〝
來
〟
）
の
句
型
は
、
動
作
・
行
為

の
方
向
や
ア
ス
ペ
ク
ト
を
表
す
。
こ
こ
で
は
「
～
し
て
い
く
」
の
意
。
魏
晋
南
北
朝
期
に
淵
源
し
、
宋
代
の
語
録
に

頻
見
す
る
。
劉
堅
・
江
藍
生
等
『
近
代
漢
語
虚
詞
』
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
八
）
六
九
～
八
二
頁
を
参
照
。
本
篇
巻

中
に
「
有
所
偏
且
克
將
去
。
尚
恐
不
恰
好
、
不
須
慮
恐
過
甚
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
二
七
に
「
事
事
物
物
接
於
吾
前
、

便
只
把
這
箇
眞
實
應
副
將
去
」
と
あ
り
、
同
じ
く
巻
二
八
に
「
所
謂
信
者
、
眞
見
得
這
道
理
是
我
底
、
不
是
問
人
假

借
將
來
」
と
あ
る
。
ま
た
、
「
敢
問
、
何
～
説
將
去
」
と
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
が
謝
良
佐
自
身
の
手
に
な
る
『
程
氏
遺
書
』
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（
原
）

巻
三
に
程
顥
の
語
と
し
て
「
孟
子
答
公
孫
丑
問
何
謂
浩
然
之
氣
曰
、
難
言
也
。
只
這
裏
便
見
得
是
孟
子
實
有
浩
然
之

氣
。
若
他
人
便
亂
説
道
是
如
何
、
是
如
何
」
と
あ
る
。

（
５
）
體
段
―
す
が
た
、
か
た
ち
、
よ
う
す
。
事
物
の
形
象
を
い
う
。
『
語
類
』
巻
二
四
に
「
問
、
李
先
生
謂
顏
子
聖
人
體

段
已
具
。
體
段
二
字
、
莫
只
是
言
箇
模
樣
否
。
曰
、
然
」
と
あ
り
、
同
じ
く
巻
五
二
に
「
王
德
修
説
、
浩
然
之
氣
、

大
剛
直
是
氣
之
體
段
。
實
養
處
是
必
有
事
焉
以
下
」
と
あ
る
。

（
６
）
其
爲
氣
…
地
之
間
―
注
（
１
）
に
既
出
の
『
孟
子
』
の
語
。
「
至
大
至
剛
以
直
養
而
無
害
」
に
つ
い
て
は
解
釈
に
分

岐
が
あ
り
、
『
孟
子
注
疏
』
巻
三
上
所
引
の
趙
岐
注
に
「
言
此
至
大
至
剛
、
正
直
之
氣
也
。
然
而
貫
洞
纎
微
、
洽
於
神

明
。
故
言
之
難
也
。
養
之
以
義
、
不
以
邪
事
干
害
之
、
則
可
使
滋
蔓
、
塞
滿
天
地
之
間
、
布
施
德
敎
、
無
窮
極
也
」

と
あ
り
、
『
程
氏
遺
書
』
巻
二
五
（
伊
川
先
生
語
十
一
）
に
「
孟
子
曰
、
其
爲
氣
也
至
大
至
剛
以
直
養
而
無
害
。
此
蓋

言
浩
然
之
氣
至
大
至
剛
且
直
也
、
能
養
之
則
無
害
矣
」
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
趙
岐
と
程
頤
は
「
以
直
」
の
下
で
断

句
し
て
「
其
の
氣
爲
る
や
至
大
至
剛
以
て
直
、
養
ひ
て
害
ふ
無
く
ん
ば
」
と
読
み
、
程
顥
の
語
と
さ
れ
る
『
程
氏
遺

書
』
巻
一
（
李
籲
所
録
）
に
「
浩
然
之
氣
、
天
地
之
正
氣
、
大
則
無
所
不
在
、
剛
則
無
所
屈
、
以
直
道
順
理
而
養
、

則
充
塞
於
天
地
之
間
」
と
あ
る
の
に
よ
る
と
、
程
顥
は
「
以
直
」
を
下
属
さ
せ
て
「
其
の
氣
爲
る
や
至
大
至
剛
、
直

を
以
て
養
ひ
て
害
ふ
無
く
ん
ば
」
と
読
む
。
本
訳
注
で
は
後
者
に
従
う
。
た
だ
、
程
頤
は
上
引
程
顥
語
に
つ
い
て

『
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
に
「
因
問
、
見
李
籲
録
明
道
語
中
、
却
與
先
生
説
別
。
解
至
剛
處
云
剛
則
不
屈
、
則
是
於
至

剛
已
帶
却
直
意
。
又
曰
、
以
直
道
順
理
而
養
之
、
則
是
以
直
字
連
下
句
、
在
學
者
著
工
夫
處
説
却
。
先
生
曰
、
先
兄
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無
此
言
、
便
不
講
論
到
此
」
と
述
べ
、
程
顥
の
語
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
７
）
配
義
與
道
者
―
注
（
１
）
に
既
出
の
『
孟
子
』
の
語
を
参
照
。

［
五
］

本
文

人
有
智
愚
之
品
不
同
、
何
也
。
曰
、
無
氣
稟
異
耳
。
聖
人
不
忿
疾
於
頑
者
、
憫
其
所
遇
氣
質
偏
駁
不
足
疾
也
。
然
則
可
變
歟
。

（
１
）

（
２
）

曰
、
其
性
本
一
。
何
不
可
變
之
有
。
性
、
本
體
也
。
目
視
耳
聽
、
手
擧
足
運
、
見
於
作
用
者
、
心
也
。
自
孟
子
没
、
天
下
學

者
、
向
外
馳
求
、
不
識
自
家
寶
藏
、
被
他
佛
氏
窺
見
一
斑
半
點
、
遂
將
擎
拳
竪
脚
底
事
、
把
持
在
手
、
敢
自
尊
大
、
軽
視
中

（
３
）

（
４
）

（
校
１
）

（
５
）

（
校
２
）

國
學
士
大
夫
。
而
世
人
莫
敢
與
之
爭
、
又
從
而
信
向
歸
依
之
。
使
聖
學
有
傳
、
豈
至
此
乎
。

校
勘

（
校
１
）
和
刻
本
は
「
一
斑
半
點
」
を
「
一
班
半
點
」
に
作
る
。

（
校
２
）
正
誼
堂
本
は
「
竪
脚
」
を
「
豎
脚
」
に
作
る
。

口
語
訳

（
質
問
し
た
、
）
「
人
に
賢
愚
の
レ
ベ
ル
の
違
い
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。
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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

（
謝
良
佐
が
答
え
て
い
っ
た
、
）
「
天
か
ら
享
け
た
気
に
違
い
が
あ
る
か
ら
だ
。
聖
人
が
「
頑
を
忿
疾
」
し
な
い
（
つ
ま

り
、
愚
か
者
を
憎
ま
な
い
）
の
は
、
た
ま
た
ま
享
け
た
気
質
の
不
純
を
気
の
毒
に
思
う
だ
け
で
、
憎
む
に
及
ば
な
い
か
ら

だ
。
」
と
。

（
さ
ら
に
質
問
し
た
、
）
「
そ
う
で
あ
れ
ば
、
（
こ
の
気
質
を
）
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
」
と
。

（
謝
良
佐
が
答
え
て
い
っ
た
、
）
「
そ
の
性
は
も
と
も
と
一
つ
で
あ
る
。
ど
う
し
て
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
性
と
は
、
本
体
で
あ
る
。
目
が
見
、
耳
が
聞
き
、
手
が
挙
が
り
、
足
が
動
く
な
ど
、
作
用
と
し
て
顕

れ
る
も
の
は
、
心
で
あ
る
。
孟
子
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
天
下
の
儒
学
者
た
ち
は
、
自
身
の
外
側
に
求
め
て
ま
わ
る
ば
か
り

で
、
自
ら
に
秘
め
ら
れ
た
宝
を
知
ら
ず
、
仏
者
ど
も
に
少
し
ば
か
り
窺
い
見
ら
れ
、
か
く
て
彼
ら
は
拳
を
振
り
上
げ
た
り
、

払
子
を
立
て
る
と
い
っ
た
作
略
を
手
中
に
握
り
、
厚
か
ま
し
く
も
尊
大
に
か
ま
え
て
、
中
国
の
学
者
や
士
大
夫
を
軽
視
す
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
世
の
人
々
は
勇
気
を
出
し
て
こ
れ
と
論
争
し
よ
う
と
い
う
も
の
も
な
く
、
さ
ら
に

は
信
仰
帰
依
す
る
者
も
出
る
始
末
で
あ
る
。
聖
人
の
学
を
伝
承
し
て
い
れ
ば
、
恐
ら
く
は
こ
こ
ま
で
の
状
況
に
は
至
ら
な
か

っ
た
ろ
う
に
。
」
と
。

注（
１
）
無
氣
稟
異
耳
―
「
無
」
字
は
、
和
刻
本
に
付
さ
れ
る
頭
注
「
無
、
當
作
有
」
に
従
い
、
「
無
」
字
を
「
有
」
字
と
み

て
解
釈
し
た
。
「
氣
稟
」
は
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
気
質
。
そ
の
受
け
方
に
よ
っ
て
賢
愚
の
相
違
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
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『
程
氏
遺
書
』
巻
一
に
「
生
之
謂
性
。
性
即
氣
、
氣
即
性
、
生
之
謂
也
。
人
生
氣
禀
、
理
有
善
惡
、
然
不
是
性
中
元

、
、

有
此
兩
物
相
對
而
生
也
。
有
自
幼
而
善
、
有
自
幼
而
惡
【
后
稷
之
克
岐
克
嶷
、
子
越
椒
始
生
、
人
知
其
必
滅
若
敖
氏

之
類
】
、
是
氣
禀
有
然
也
」
と
あ
る
。

、
、

（
２
）
不
忿
疾
於
頑
―
『
書
経
』
周
書
・
君
陳
篇
に
「
爾
無
忿
疾
于
頑
、
無
求
備
于
一
夫
」
と
あ
る
。

（
３
）
自
家
寶
藏
―
仏
教
語
。
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
六
・
大
珠
慧
海
章
に
「
祖
（
＝
馬
祖
道
一
）
曰
、
來
此
擬
須
何
事
。
曰
、

來
求
佛
法
。
祖
曰
、
自
家
寶
藏
不
顧
、
抛
家
散
走
作
什
麼
。
我
遮
裏
一
物
也
無
、
求
什
麼
佛
法
。
師
遂
禮
拜
、
問
曰
、

、
、
、
、

阿
那
箇
是
慧
海
自
家
寶
藏
。
祖
曰
、
即
今
問
我
者
是
汝
寶
藏
。
一
切
具
足
、
更
無
缼
少
、
使
用
自
在
。
何
假
向
外
求

覓
」
と
あ
る
。
自
己
の
具
有
す
る
宝
蔵
、
本
来
の
仏
性
を
指
す
。
外
に
悟
り
を
求
め
ず
に
自
己
を
究
明
せ
よ
（
本
来

成
佛
）
と
い
う
時
に
用
い
る
。

（
４
）
一
斑
半
點
―
わ
ず
か
ば
か
り
。
ほ
ん
の
一
、
二
の
部
分
。
「
一
班
半
點
」
と
も
書
か
れ
る
。
垣
内
景
子
編
『
『
朱
子

語
類
』
訳
注

巻
百
十
七
～
百
十
八
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
）
五
二
頁
、
徐
時
儀
『
《
朱
子
語
類
》
詞
匯
研
究
』

（
国
家
哲
学
社
会
科
学
成
果
文
庫
、
二
〇
一
三
）
上
冊
・
二
六
八
～
二
六
九
頁
を
参
照
。

（
５
）
擎
拳
竪
脚
―
諸
本
み
な
同
様
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
南
宋

黄
震
『
黄
氏
日
抄
』
巻
四
一
が
本
条
を
「
曰
、
孟
子
没
、

天
下
學
者
不
識
自
家
寳
藏
、
彼
佛
氏
窺
見
一
斑
半
㸃
、
遂
將
擎
拳
竪
拂
底
事
把
持
在
手
、
敢
自
尊
大
、
輕
視
中
國
學

、
、
、
、

士
大
夫
、
而
世
人
莫
敢
與
爭
、
又
信
向
歸
依
之
」
と
摘
録
す
る
の
に
よ
り
「
擎
拳
竪
拂
」
と
解
す
る
。
「
擎
拳
」
「
竪

拂
」
は
、
と
も
に
禅
家
の
作
略
。
「
擎
拳
」
は
拳
を
振
り
上
げ
る
こ
と
、
『
五
灯
会
元
』
巻
一
九
・
南
堂
元
静
章
に



- 111 -

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

「
祖
（
＝
五
祖
法
演
）
乃
曰
、
我
此
間
不
比
諸
方
、
凡
於
室
中
不
要
汝
進
前
退
後
、
竪
指
擎
拳
、
繞
禪
牀
、
作
女
人

、
、

拜
、
提
起
坐
具
、
千
般
伎
倆
、
秪
要
你
一
言
下
諦
當
、
便
是
汝
見
處
」
と
あ
る
。
「
竪
拂
」
は
払
子
を
立
て
る
こ
と
、

『
臨
済
録
』
に
「
僧
問
、
如
何
是
佛
法
大
意
。
師
竪
起
拂
子
。
僧
便
喝
。
師
便
打
」
と
あ
る
。
と
も
に
、
そ
れ
を
見

る
自
己
自
身
に
気
づ
け
、
と
い
う
示
唆
で
あ
ろ
う
。

［
六
］

本
文

心
者
、
何
也
。
仁
、
是
已
。
仁
者
、
何
也
。
活
者
爲
仁
、
死
者
爲
不
仁
。
今
人
身
體
麻
痺
、
不
知
痛
癢
、
謂
之
不
仁
。
桃
杏

之
核
、
可
種
而
生
者
、
謂
之
桃
仁
杏
仁
、
言
有
生
之
意
。
推
此
、
仁
可
見
矣
。
學
佛
者
、
知
此
謂
之
見
性
、
遂
以
爲
了
。
故

（
１
）

終
歸
妄
誕
。
聖
門
學
者
、
見
此
消
息
、
必
加
功
焉
。
故
曰
、
回
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
、
雍
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
。
仁
操

（
２
）

（
３
）

（
４
）

則
存
、
舍
則
亡
。
故
曾
子
曰
、
動
容
貌
、
正
顔
色
、
出
辭
氣
。
出
辭
氣
者
、
從
此
廣
大
心
中
流
出
也
。
以
私
意
發
言
、
豈
出

（
５
）

（
６
）

辭
氣
之
謂
乎
。
夫
人
一
日
間
顔
色
容
貌
試
自
點
檢
、
何
嘗
正
、
何
嘗
動
。
怠
慢
而
已
。
若
夫
大
而
化
之
、
合
於
自
然
、
則
正

（
７
）

動
出
、
不
足
言
矣
。

口
語
訳

心
と
は
何
か
。
仁
、
こ
れ
に
他
な
ら
な
い
。
仁
と
は
何
か
。
生
命
の
あ
る
も
の
を
仁
と
い
い
、
死
ん
で
い
る
も
の
を
不
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仁
と
い
う
。
今
の
人
は
、
体
が
麻
痺
し
て
痛
痒
を
感
じ
な
い
の
を
不
仁
と
い
っ
て
い
る
。
桃
や
杏
の
さ
ね
で
、
植
え
て
生
長

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
桃
仁
杏
仁
と
い
う
が
、
（
仁
と
い
う
語
を
用
い
る
の
は
）
生
命
が
存
し
て
い
る
こ
と
を
い

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
を
推
し
量
っ
て
い
け
ば
、
仁
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
仏
教
を
学
ぶ
者
は
、
こ
こ
を

理
解
す
る
の
を
見
性
と
い
い
、
そ
れ
で
よ
し
と
し
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
結
局
は
で
た
ら
め
で
理
屈
に
合
わ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
聖
人
の
学
を
学
ぶ
者
は
、
こ
の
道
理
を
覚
っ
た
う
え
で
、
さ
ら
に
功
夫
を
積
ん
で
い
く
。
こ
う
い
う
訳
で
、

（
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
）
「
回
不
敏
と
雖
も
、
請
う
斯
の
語
を
事
と
せ
ん
」
、
（
同
上
文
に
）
「
雍
不
敏
と
雖
も
、
請
う
斯
の
語

を
事
と
せ
ん
」
、
（
『
孟
子
』
告
子
篇
上
に
）
「
仁
操
れ
ば
則
ち
存
し
、
舎
つ
れ
ば
則
ち
亡
す
」
と
い
う
。
で
あ
る
か
ら
、

と

す

（
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
）
曽
子
が
「
容
貌
を
動
か
し
、
顔
色
を
正
し
、
辞
気
を
出
す
（
す
な
わ
ち
姿
か
た
ち
を
動
か
す
と
き

に
は
粗
放
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し
、
顔
つ
き
を
整
え
る
と
き
に
は
誠
実
に
近
づ
け
、
言
葉
を
口
に
す
る
と
き
に
は
俗
悪
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
す
る
）
」
と
い
っ
た
。
「
辞
気
を
出
す
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
広
々
と
し
た
胸
中
か
ら
言
葉
が
溢
れ
出
る
の

で
あ
る
。
私
意
で
も
っ
て
言
葉
を
発
す
る
の
は
、
決
し
て
「
辞
気
を
出
す
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
一
体
、
人
が
一
日
の

間
そ
の
顔
つ
き
と
姿
か
た
ち
と
を
自
分
で
点
検
し
て
み
た
場
合
、
果
た
し
て
（
顔
つ
き
は
）
常
に
「
正
し
い
」
で
あ
ろ
う
か
、

（
姿
か
た
ち
は
）
常
に
「
動
か
し
」
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
こ
れ
は
怠
慢
に
他
な
ら
な
い
。
も

し
も
、
お
の
ず
と
「
大
に
し
て
化
し
（
す
な
わ
ち
道
理
と
一
体
と
な
り
）
」
、
自
然
に
合
致
し
て
い
る
聖
人
の
境
位
で
あ
る

な
ら
ば
、
（
先
に
示
し
た
）
「
容
貌
を
動
か
し
、
顔
色
を
正
し
、
辞
気
を
出
す
」
の
項
目
は
、
も
は
や
い
う
に
及
ば
な
い
。
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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

注（
１
）
見
性
―
仏
教
語
。
自
己
の
本
性
を
徹
見
す
る
こ
と
。
開
悟
。
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
三
・
菩
提
達
磨
章
に
「
王
怒
而
問

曰
、
何
者
是
佛
。
答
曰
、
見
性
是
佛
。
王
曰
、
師
見
性
否
。
答
曰
、
我
見
佛
性
。
王
曰
、
性
在
何
處
。
答
曰
、
性
在

作
用
」
と
あ
る
。

（
２
）
消
息
―
秘
め
ら
れ
た
こ
と
わ
り
、
隠
さ
れ
た
重
要
ポ
イ
ン
ト
。
『
朱
子
文
集
』
巻
五
「
奉
答
擇
之
四
詩
意
到
即
書
不

及
次
韻
」
詩
（
其
一
）
に
「
爲
閔
人
疲
上
馬
行
、
此
時
消
息
儘
分
明
。
更
憐
跣
足
無
衣
苦
、
充
此
直
敎
天
下
平
」
と

あ
り
、
同
じ
く
巻
四
〇
「
答
何
叔
京
」
に
「
承
喩
溫
厲
之
説
、
不
記
當
時
如
何
及
之
。
若
直
以
厲
爲
主
、
誠
可
謂
一

偏
之
論
矣
。
或
恐
以
氣
質
之
偏
而
欲
矯
以
趨
中
則
有
當
、
如
是
者
亦
不
爲
過
矣
。
然
聖
人
之
溫
而
厲
、
乃
是
天
理
之

極
致
、
不
勉
不
思
、
自
然
恰
好
、
毫
髮
無
差
處
。
要
須
見
此
消
息
、
則
用
力
矯
揉
、
隨
其
所
當
、
自
有
凖
則
、
不
至

、
、

偏
倚
矣
。
不
然
正
恐
如
扶
醉
人
也
」
な
ど
と
あ
る
。

（
３
）
回
雖
不
…
斯
語
矣
―
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
顔
淵
問
仁
。
子
曰
、
克
己
復
禮
爲
仁
。
一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。

爲
仁
由
己
、
而
由
人
哉
。
顔
淵
曰
、
請
問
其
目
。
子
曰
、
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。
顔
淵

曰
、
回
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
」
と
あ
る
。

、
、
、
、

、
、
、
、
、

（
４
）
雍
雖
不
…
斯
語
矣
―
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
仲
弓
問
仁
。
子
曰
、
出
門
如
見
大
賓
、
使
民
如
承
大
祭
。
己
所
不
欲
、

勿
施
於
人
。
在
邦
無
怨
、
在
家
無
怨
。
仲
弓
曰
、
雍
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
」
と
あ
る
。

、
、
、
、

、
、
、
、
、

（
５
）
仁
操
則
…
舍
則
亡
―
『
孟
子
』
告
子
篇
上
に
「
孟
子
曰
、
牛
山
之
木
嘗
美
矣
、
以
其
郊
於
大
國
也
、
斧
斤
伐
之
、
可
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以
爲
美
乎
…
孔
子
曰
、
操
則
存
、
舍
則
亡
。
出
入
無
時
、
莫
知
其
鄕
。
惟
心
之
謂
與
」
と
あ
る
。

、
、
、

、
、
、

（
６
）
故
曾
子
…
出
辭
氣
―
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
「
曾
子
有
疾
、
孟
敬
子
問
之
。
曾
子
言
曰
、
鳥
之
將
死
、
其
鳴
也
哀
。
人

之
將
死
、
其
言
也
善
。
君
子
所
貴
乎
道
者
三
。
動
容
貌
、
斯
遠
暴
慢
矣
。
正
顏
色
、
斯
近
信
矣
。
出
辭
氣
、
斯
遠
鄙

倍
矣
。
籩
豆
之
事
、
則
有
司
存
」
と
あ
る
。

（
７
）
大
而
化
之
―
『
孟
子
』
尽
心
篇
下
に
「
可
欲
之
謂
善
、
有
諸
己
之
謂
信
、
充
實
之
謂
美
、
充
實
而
有
光
輝
之
謂
大
、

大
而
化
之
之
謂
聖
」
と
あ
る
。

［
七
］

本
文

仁
者
、
天
之
理
、
非
杜
撰
也
。
故
哭
死
而
哀
、
非
爲
生
也
。
經
德
不
回
、
非
干
祿
也
。
言
語
必
信
、
非
正
行
也
。
天
理
當
然

（
１
）

（
校
１
）

（
２
）

而
已
矣
。
當
然
而
爲
之
、
是
爲
天
之
所
爲
也
。
聖
門
學
者
、
大
要
以
克
己
爲
本
。
克
己
復
禮
、
無
私
心
焉
、
則
天
矣
。
孟
子

（
３
）

曰
、
仁
、
人
心
也
。
盡
其
心
者
、
知
其
性
也
。
知
其
性
、
則
知
天
矣
。

（
４
）

（
５
）

（
校
２
）

校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
は
「
回
」
を
「
同
」
に
作
る
。

（
校
２
）
朱
子
遺
書
本
・
和
刻
本
・
四
庫
全
書
本
は
こ
の
後
に
小
字
注
「
語
、
原
本
作
行
。
人
心
、
原
本
作
心
人
。
今
據
孟
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（
原
）

子
、
改
正
。
」
が
入
る
。

口
語
訳

仁
と
は
、
天
の
道
理
で
あ
っ
て
、
作
り
事
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
（
『
孟
子
』
尽
心
篇
下
に
）
「
死
を
哭
し
て
哀
し
む
は
、

生
の
為
に
非
ざ
る
な
り
。
経
徳

回

な
ら
ざ
る
は
、
禄
を
干
む
る
に
非
ざ
る
な
り
。
言
語
必
ず
信
な
る
は
、
行
い
を
正
す
に

よ
こ
し
ま

も
と

非
ざ
る
な
り
」
と
い
う
。
天
理
と
し
て
当
然
そ
う
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
を
行
う
の
は
、
天

の
行
為
を
行
う
の
で
あ
る
。
聖
人
の
学
を
学
ぶ
も
の
は
、
お
お
よ
そ
「
克
己
」
を
根
本
と
す
る
。
「
克
己
復
礼
」
し
て
私
心

が
な
く
な
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
天
で
あ
る
。
孟
子
が
（
『
孟
子
』
告
子
篇
上
に
）
「
仁
は
、
人
の
心
な
り
」
、
（
『
孟
子
』
尽
心
篇

上
に
）
「
其
の
心
を
尽
く
す
者
は
、
其
の
性
を
知
る
な
り
。
其
の
性
を
知
れ
ば
、
則
ち
天
を
知
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

注（
１
）
杜
撰
―
根
拠
の
な
い
で
っ
ち
上
げ
で
あ
る
こ
と
。
本
篇
巻
上
に
「
所
謂
天
理
者
、
自
然
底
道
理
、
無
毫
髪
杜
撰
。
…

…
人
欲
纔
肆
、
天
理
滅
矣
。
任
私
用
意
、
杜
撰
做
事
、
所
謂
人
欲
肆
矣
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
一
一
に
「
人
心
不
在

軀
殼
裏
、
如
何
讀
得
聖
人
之
書
。
只
是
杜
撰
鑿
空
説
、
元
與
他
不
相
似
」
と
あ
る
。
語
源
に
つ
い
て
は
姚
永
銘
「
〝

杜
撰
〟
探
源
」
（
『
語
文
建
設
』
中
華
人
民
共
和
国
教
育
部
、
一
九
九
九
〔
二
〕
）
、
崔
山
佳
「
〝
杜
撰
〟
和
〝
肚
撰

〟
」
（
『
辞
書
研
究
』
中
国
辞
書
学
会
、
二
〇
〇
五
〔
二
〕
）
に
詳
し
い
。
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（
２
）
故
哭
死
…
正
行
也
―
『
孟
子
』
尽
心
篇
下
に
「
堯
舜
、
性
者
也
。
湯
武
、
反
之
也
。
動
容
周
旋
中
禮
者
、
盛
德
之
至

也
。
哭
死
而
哀
、
非
爲
生
者
也
。
經
德
不
回
、
非
以
干
禄
也
。
言
語
必
信
、
非
以
正
行
也
。
君
子
行
法
、
以
俟
命
而

已
矣
」
と
あ
る
。

（
３
）
克
己
復
禮
―
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
、
克
己
復
禮
爲
仁
。
一
日
克
己
復
禮
、
天
下
歸
仁
焉
。
爲
仁

、
、
、
、

、
、
、
、

由
己
、
而
由
人
乎
哉
。
顏
淵
曰
、
請
問
其
目
。
子
曰
、
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動
。
顏
淵
曰
、

回
雖
不
敏
、
請
事
斯
語
矣
」
と
あ
る
。

（
４
）
孟
子
曰
…
人
心
也
―
『
孟
子
』
告
子
篇
上
に
「
孟
子
曰
、
仁
、
人
心
也
。
義
、
人
路
也
。
舍
其
路
而
弗
由
、
放
其
心

而
不
知
求
、
哀
哉
。
人
有
雞
犬
放
、
則
知
求
之
。
有
放
心
、
而
不
知
求
。
學
問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
而
已
矣
」
と

あ
る
。

（
５
）
盡
其
心
…
知
天
矣
―
『
孟
子
』
尽
心
篇
上
に
「
孟
子
曰
、
盡
其
心
者
、
知
其
性
也
。
知
其
性
、
則
知
天
矣
。
存
其
心
、

養
其
性
、
所
以
事
天
也
。
殀
壽
不
貮
、
修
身
以
俟
之
、
所
以
立
命
也
」
と
あ
る
。

［
八
］

本
文

人
之
氣
稟
不
同
。
顔
子
似
弱
、
孟
子
似
強
。
顔
子
具
體
而
微
。
所
謂
具
體
者
、
合
下
來
有
恁
地
氣
象
、
但
未
彰
著
耳
。
微
、

（
１
）

（
２
）

（
３
）

如
易
知
微
知
彰
、
微
顯
闡
幽
之
微
。
孟
子
強
勇
、
以
身
任
道
。
後
車
數
十
乘
、
從
者
數
百
人
、
所
至
王
侯
、
分
庭
抗
禮
、
壁

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）
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立
萬
仞
、
誰
敢
正
覷
著
。
非
孟
子
恁
地
手
脚
、
也
撐
拄
此
事
不
去
。
雖
然
、
猶
有
大
底
氣
象
、
未
能
消
磨
得
盡
。
不
然
、
藐

（
８
）

（
９
）

（
校
１
）

（
１
０
）

大
人
等
語
言
、
不
説
出
來
。
所
以
見
他
未
至
聖
人
地
位
。

（
１
１
）

校
勘

（
校
１
）
朱
子
遺
書
本
・
和
刻
本
・
四
庫
全
書
本
は
「
大
底
」
を
「
大
抵
」
に
作
る
。

口
語
訳

人
が
天
か
ら
享
け
た
気
は
一
様
で
は
な
い
。
一
見
、
顔
回
は
虚
弱
な
よ
う
で
あ
り
、
孟
子
は
頑
強
な
よ
う
で
あ
る
。
顔
回

は
（
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
に
い
う
よ
う
に
）
「
体
を
具
え
て
微
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
体
を
具
う
（
聖
人
の
面

目
を
備
え
て
い
る
）
」
と
い
う
の
は
、
顔
回
は
元
来
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
有
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
ま
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
だ
け
だ
。
「
微
」
と
い
う
の
は
、
『
易
経
』
（
繋
辞
下
伝
に
い
う
）
「
微
を
知
り
彰
を
知
る
（
事
の
微
か
な
と

こ
ろ
を
知
り
、
明
ら
か
な
と
こ
ろ
を
知
る
）
」
、
「
顕
を
微
に
し
て
幽
を
闡
ら
か
に
す
（
微
か
な
道
理
を
明
ら
か
に
人
に
知
ら

せ
、
奥
深
い
道
理
を
人
に
開
示
す
る
）
」
に
用
い
ら
れ
る
「
微
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

孟
子
は
強
く
勇
敢
で
あ
っ
て
、
自
ら
聖
人
の
道
を
己
が
任
務
と
し
た
。
「
後
車
数
十
乗
、
従
者
数
百
人
」
を
引
き
連
れ
、

遊
説
し
て
到
着
し
た
国
の
王
侯
と
は
、
対
等
の
礼
で
も
っ
て
対
話
し
、
断
崖
が
万
仞
も
そ
そ
り
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に

堂
々
と
し
て
お
り
、
こ
れ
と
正
面
か
ら
対
し
よ
う
と
い
う
者
は
い
な
か
っ
た
。
孟
子
の
こ
の
よ
う
な
手
並
み
で
な
け
れ
ば
、
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こ
の
道
を
支
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
大
雑
把
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
（
人
格

を
）
磨
き
上
げ
き
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
大
人
に
説
く
に
は
則
ち
之
を
藐
ん
じ
、
其
の
巍
巍
然
た

か
ろ

る
を
視
る
こ
と
勿
れ
（
貴
人
に
己
の
意
見
を
述
べ
る
と
き
に
は
、
そ
の
威
勢
に
気
後
れ
せ
ず
、
軽
く
見
る
）
」
な
ど
の
言
葉

は
発
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
彼
が
ま
だ
聖
人
の
境
地
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

注（
１
）
顔
子
具
體
而
微
―
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
上
に
「
昔
者
竊
聞
之
。
子
夏
子
游
子
張
皆
有
聖
人
之
一
體
、
冉
牛
閔
子
顔
淵

則
具
體
而
微
」
と
あ
り
、
趙
岐
注
に
「
…
…
一
體
者
、
得
一
肢
也
。
具
體
者
、
四
肢
皆
具
。
微
、
小
也
。
比
聖
人
之

體
微
小
耳
。
體
以
喩
德
也
」
と
あ
る
。

（
２
）
合
下
來
―
「
合
下
」
は
、
当
初
か
ら
、
も
と
も
と
。
田
中
謙
二
『
こ
と
ば
と
文
学
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
）
一

二
六
～
一
三
一
頁
を
参
照
。
「
來
」
は
、
「
…
よ
り
」
「
…
以
来
」
の
意
。
『
語
類
』
巻
五
二
に
「
曰
、
有
人
不
因
集
義
、

合
下
來
便
恁
地
剛
勇
、
如
何
」
と
あ
る
。

（
３
）
恁
地
―
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
。
「
地
」
は
副
詞
接
尾
語
。
文
言
の
「
如
此
」
に
相
当
し
、
宋
代
以
後
一
般
化

す
る
。
入
矢
義
高
『
増
補

求
道
と
悦
楽
―
―
中
国
の
禅
と
詩
』
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
）
一
四
〇
頁
を
参
照
。

（
４
）
知
微
知
彰
―
『
易
経
』
繋
辞
下
伝
に
「
子
曰
、
知
幾
其
神
乎
。
君
子
上
交
不
諂
、
下
不
瀆
。
其
知
幾
乎
。
幾
者
道
之

微
、
吉
之
先
見
者
也
。
君
子
見
幾
而
作
。
不
俟
終
日
。
易
曰
、
介
于
石
、
不
終
日
。
貞
、
吉
。
介
如
石
焉
。
寧
用
終



- 119 -

『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

日
。
斷
可
識
矣
。
君
子
知
微
知
彰
、
知
柔
知
剛
。
萬
夫
之
望
」
と
あ
る
。

、
、
、
、

（
５
）
微
顯
闡
幽
―
『
易
経
』
繋
辞
下
伝
に
「
夫
易
、
彰
往
而
察
來
。
而
微
顯
闡
幽
。
開
而
當
名
、
辨
物
正
言
、
斷
辭
則
備

、
、
、
、

矣
。
其
稱
名
也
、
小
、
其
取
類
也
、
大
。
其
旨
遠
、
其
辭
文
。
其
言
曲
而
中
、
其
事
肆
而
隱
。
因
貳
以
濟
民
行
、
以

明
失
得
之
報
」
と
あ
る
。
「
微
顯
闡
幽
」
の
四
字
は
『
周
易
正
義
』
巻
八
の
韓
康
伯
注
に
「
易
、
无
往
不
彰
、
无
來
不

察
、
而
微
以
之
顯
、
幽
以
之
闡
。
闡
、
明
也
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
謝
良
佐
が
い
わ
ん
と
す
る
の
は
、
『
孟
子
』
公
孫
丑

篇
上
の
「
具
體
而
微
」
の
「
微
」
は
、
「
微
小
」
で
は
な
く
、
「
隠
匿
」
「
隠
蔵
」
の
意
と
し
て
解
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

（
６
）
後
車
數
…
數
百
人
―
『
孟
子
』
滕
文
公
篇
下
に
「
彭
更
問
曰
、
後
車
數
十
乘
、
從
者
數
百
人
、
以
傳
食
於
諸
侯
、
不

以
泰
乎
。
孟
子
曰
、
非
其
道
、
則
一
簞
食
不
可
受
於
人
。
如
其
道
、
則
舜
受
堯
之
天
下
、
不
以
爲
泰
、
子
以
爲
泰

乎
」
と
あ
る
。

（
７
）
分
庭
抗
禮
―
主
人
と
客
が
対
等
な
礼
節
で
会
う
こ
と
。
客
は
庭
を
は
さ
ん
で
西
側
に
立
ち
、
東
側
に
立
つ
主
人
に
対

し
て
礼
を
行
っ
た
。
『
荘
子
』
雑
篇
・
漁
父
篇
に
「
萬
乘
之
主
、
千
乘
之
君
、
見
夫
子
未
嘗
不
分
庭
伉
禮
、
夫
子
猶
有

倨
敖
之
容
」
と
あ
り
、
『
史
記
』
巻
一
二
九
・
貨
殖
列
伝
に
「
子
貢
結
駟
連
騎
、
束
帛
之
幣
以
聘
享
諸
侯
、
所
至
、
國

君
無
不
分
庭
與
之
抗
禮
」
と
あ
る
。

（
８
）
壁
立
萬
…
正
覷
著
―
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
三
・
風
穴
延
昭
章
に
「
箇
箇
作
大
師
子
兒
、
吒
呀
地
哮
吼
一
聲
、
壁
立
、
、

千
仞
、
誰
敢
正
眼
覷
著
。
覷
著
即
瞎
却
渠
眼
」
と
あ
り
、
修
辞
上
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

、
、

、
、
、
、
、
、

（
９
）
手
脚
―
能
力
、
腕
前
、
技
量
。



- 120 -

論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想

第

号
30

（

）
消
磨
―
こ
す
り
去
る
、
払
拭
す
る
。
中
純
夫
編
『
『
朱
子
語
類
』
訳
注

巻
十
六
（
上
）
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一

10
八
）
六
四
頁
を
参
照
。
『
語
類
』
巻
五
に
「
古
人
學
問
便
要
窮
理
知
至
、
直
是
下
工
夫
消
磨
惡
去
、
善
自
然
漸
次
可

復
」
と
あ
り
、
巻
四
一
に
「
也
須
著
禁
制
始
得
。
到
養
得
熟
後
、
便
私
意
自
漸
漸
消
磨
去
矣
」
と
あ
る
。
『
寒
山
詩

集
』
に
「
田
舍
多
桑
園
、
牛
犢
滿
廐
轍
。
…
…
眼
看
消
磨
盡
、
當
頭
各
自
活
」
と
あ
り
、
南
宋

劉
子
翬
『
屏
山
集
』

巻
一
六
「
出
郊
」
詩
に
「
平
生
豪
横
氣
、
未
老
半
消
磨
」
と
あ
る
よ
う
に
、
消
耗
す
る
、
潰
え
る
意
で
自
動
詞
的
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（

）
藐
大
人
等
語
言
―
『
孟
子
』
尽
心
篇
下
に
「
孟
子
曰
、
説
大
人
、
則
藐
之
、
勿
視
其
巍
巍
然
。
堂
高
數
仞
、
榱
題
數

11
尺
、
我
得
志
、
弗
爲
也
。
食
前
方
丈
、
侍
妾
數
百
人
、
我
得
志
、
弗
爲
也
。
般
樂
飲
酒
、
驅
騁
田
獵
、
後
車
千
乗
、

我
得
志
、
弗
爲
也
。
在
彼
者
、
皆
我
所
不
爲
也
。
在
我
者
、
皆
古
之
制
也
、
吾
何
畏
彼
哉
」
と
あ
る
。

余
説本

条
全
体
の
内
容
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
『
程
氏
遺
書
』
巻
三
に
、
程
顥
の
語
と
し
て
「
顏
子
合
下
完
具
只
是
小
、
要
漸

漸
恢
廓
。
孟
子
合
下
大
、
只
是
未
粹
、
索
學
以
充
之
。
【
恢
一
作
開
。
】
」
と
あ
る
。

［
九
］

本
文
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』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

孔
子
曰
、
事
君
盡
禮
、
人
以
爲
謟
。
當
時
諸
國
君
相
、
怎
生
當
得
聖
人
恁
地
禮
數
。
是
他
只
管
行
禮
、
又
不
與
你
計
較
長
短
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

與
上
大
夫
言
、
便
誾
誾
如
也
。
與
下
大
夫
言
、
便
侃
侃
如
也
。
冕
者
瞽
者
、
見
之
、
便
作
、
過
之
、

便

趨
。
蓋
其
德
全
盛
、

（
４
）

（
５
）
（
校
１
）

自
然
到
此
、
不
是
勉
強
得
出
來
、
氣
象
與
孟
子
渾
別
。
孟
子
、
説
大
人
、
則
藐
之
、
勿
視
其
巍
巍
然
、
猶
自
參
較
彼
我
、
未

（
校
２
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

有
合
一
底
氣
象
。

校
勘

（
校
１
）
正
誼
堂
本
は
「
冕
者
瞽
者
、
見
之
、
便
作
、
過
之
、
便
趨
」
を
「
過
位
則
勃
如
、
升
堂
則
屛
氣
」
に
作
る
。

（
校
２
）
正
誼
堂
本
は
「
得
」
を
「
做
」
に
作
る
。

口
語
訳

（
『
論
語
』
八
佾
篇
に
）
孔
子
が
「
君
に
事
う
る
に
礼
を
尽
く
せ
ば
、
人
以
て
諂
え
り
と
為
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
当

時
の
諸
国
の
君
主
や
大
臣
は
、
ど
う
し
て
聖
人
の
こ
の
よ
う
な
礼
遇
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
彼
（
孔
子
）
が
た
だ

ひ
た
す
ら
礼
儀
を
行
い
、
そ
の
う
え
人
と
（
自
分
と
の
）
優
劣
を
云
々
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（
『
論
語
』
郷
党
篇

に
）
「
上
大
夫
と
言
う
に
は
、
誾
誾
如
た
り
。
下
大
夫
と
言
う
に
は
、
侃
侃
如
た
り
（
上
大
夫
と
語
る
と
き
は
格
式
正
し
か

っ
た
。
下
大
夫
と
語
る
と
き
は
和
や
か
で
あ
っ
た
）
」
と
あ
り
、
（
『
論
語
』
子
罕
篇
に
）
「
子

斉
衰
の
者
と
冕
衣
裳
の
者
と

瞽
者
と
を
見
れ
ば
、
こ
れ
を
見
て
は
少
し
と
雖
も
必
ず
作
ち
、
こ
れ
を
過
ぐ
れ
ば
必
ず
趨
る
（
孔
子
は
、
喪
服
を
着
た
人
や

わ
か

た

は
し
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有
爵
者
や
盲
者
は
、
た
と
え
年
少
者
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
見
れ
ば
す
ぐ
さ
ま
起
っ
て
敬
意
を
表
し
、
歩
い
て
そ
の
前
を
通
り

過
ぎ
れ
ば
小
走
り
に
早
く
行
き
過
ぎ
て
、
敬
意
を
表
し
た
）
」
と
あ
る
。
思
う
に
そ
の
徳
が
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
っ
て
、
自

然
に
こ
う
な
る
の
で
あ
り
、
意
識
的
に
努
め
た
結
果
な
の
で
は
な
く
、
雰
囲
気
は
孟
子
と
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
『
孟
子
』

（
尽
心
篇
下
）
の
、
「
大
人
に
説
く
に
は
則
ち
之
を
藐
ん
じ
、
其
の
巍
巍
然
た
る
を
視
る
こ
と
勿
れ
（
貴
人
に
己
の
意
見
を
述

か
ろ

べ
る
と
き
に
は
、
そ
の
威
勢
に
気
後
れ
せ
ず
、
軽
く
見
る
。
そ
の
富
貴
な
様
子
に
目
を
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
）
」
と
い
う

の
は
、
依
然
と
し
て
自
他
を
較
べ
て
お
り
、
一
体
で
あ
る
雰
囲
気
は
見
ら
れ
な
い
。

注（
１
）
孔
子
曰
…
以
爲
謟
―
『
論
語
』
八
佾
篇
に
「
子
曰
、
事
君
盡
禮
、
人
以
爲
謟
也
」
と
あ
る
。

（
２
）
怎
生
―
ど
の
よ
う
に
、
な
ぜ
・
ど
う
し
て
。
文
言
の
「
如
何
」
に
相
当
す
る
。
本
篇
巻
上
に
「
吾
因
曰
、
世
人
説
仁
、

只
管
著
愛
上
、
怎
生
見
得
仁
。
只
如
力
行
近
乎
仁
、
力
行
關
愛
甚
事
。
何
故
却
近
乎
仁
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
一
〇

に
「
聖
人
言
語
皆
枝
枝
相
對
、
棄
棄
相
當
、
不
知
怎
生
排
得
恁
地
齊
整
」
と
あ
る
。
「
怎
」
は
、
唐
五
代
の
疑
問
詞

「
作
勿
」
な
ど
の
音
が
一
音
に
縮
約
さ
れ
た
も
の
を
表
記
し
た
字
。
「
生
」
は
接
尾
辞
。
太
田
辰
夫
『
中
国
語
歴
史
文

法
』
（
朋
友
書
店
、
二
〇
一
三
〔
新
装
再
版
〕
）
三
一
〇
頁
を
参
照
。

（
３
）
禮
數
―
相
手
の
身
分
に
応
じ
た
礼
の
段
階
。
礼
の
程
度
。
『
春
秋
左
氏
伝
』
荘
公
十
八
年
の
伝
に
「
王
命
諸
侯
、
名

位
不
同
、
禮
亦
異
數
、
不
以
禮
假
人
」
と
あ
る
。

、

、
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』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

（
４
）
與
上
大
…
侃
如
也
―
『
論
語
』
郷
党
篇
に
「
朝
、
與
下
大
夫
言
、
侃
侃
如
也
。
與
上
大
夫
言
、
便
誾
誾
如
也
」
と
あ

り
、
朱
熹
『
論
語
精
義
』
巻
五
下
所
引
の
謝
良
佐
『
論
語
解
』
に
「
謝
曰
、
恂
恂
、
信
也
。
人
親
信
之
、
以
其
温
恭

故
也
。
似
不
能
言
者
、
不
以
辭
氣
加
人
也
。
蓋
推
嚴
恪
不
以
事
親
之
意
、
而
出
以
事
其
長
上
。
宗
廟
朝
廷
尚
嚴
、
故

便
便
言
、
惟
謹
爾
。
侃
侃
、
和
樂
。
誾
誾
、
中
正
。
上
大
夫
、
在
我
上
者
。
下
大
夫
、
在
我
下
者
」
と
あ
る
。

（
５
）
冕
者
瞽
…
之
、
便
趨
―
『
論
語
』
子
罕
篇
に
「
子
見
齊
衰
者
冕
衣
裳
者
與
瞽
者
、
見
之
、
雖
少
必
作
。
過
之
、
必

趨
」
と
あ
る
。
本
章
は
、
本
篇
の
胡
憲
後
跋
に
載
る
、
胡
憲
が
朱
震
か
ら
伝
聞
し
た
と
い
う
謝
良
佐
と
の
や
り
と
り

に
「
先
生
（
＝
謝
良
佐
）
監
西
竹
木
塲
日
、
自
太
學
往
見
之
、
坐
定
、
子
發
（
＝
朱
震
）
進
曰
、
震
願
見
先
生
久
矣
、

今
日
之
來
、
無
以
發
問
。
不
知
先
生
何
以
見
敎
。
先
生
曰
、
好
與
賢
説
一
部
論
語
。
子
發
愕
然
意
、
日
刻
如
此
、
何

由
欵
其
講
説
。
已
而
具
飲
酒
五
行
、
只
説
他
話
、
及
茶
罷
、
掀
髯
曰
、
聽
説
論
語
。
首
擧
子
見
齊
衰
者
冕
衣
裳
者
與

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

瞽
者
、
見
之
、
雖
少
必
作
、
過
之
、
必
趨
。
又
擧
、
師
冕
見
及
階
子
。
曰
、
階
也
。
及
席
。
子
曰
、
席
也
。
皆
坐
。

、
、

、
、

、
、
、
、

、
、

、
、

子
告
之
曰
、
某
在
斯
、
某
在
斯
。
子
張
問
曰
、
與
師
言
之
道
與
。
子
曰
、
然
。
固
相
師
之
道
也
。
夫
聖
人
之
道
、
無

顯
無
微
、
無
内
無
外
、
由
灑
埽
應
對
進
退
、
以
至
於
天
道
、
本
末
一
貫
。
一
部
論
語
只
恁
地
看
」
と
あ
り
、
「
聖
人
之

道
」
の
一
貫
性
を
表
し
た
も
の
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
６
）
孟
子
、
説
…
巍
巍
然
―
『
孟
子
』
尽
心
篇
下
に
み
え
る
語
。
前
の
［
八
］
条
注
（

）
に
既
出
。

11

（
７
）
猶
自
―
ま
だ
、
依
然
と
し
て
、
そ
れ
で
も
。
「
～
自
」
は
二
音
節
化
す
る
た
め
に
そ
え
ら
れ
た
副
詞
接
尾
辞
。
森
野

繁
夫
「
簡
文
帝
の
詩
に
み
え
る
「
―
自
」
―
―
「
本
自
」
を
中
心
と
し
て
―
―
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
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二
巻
一
号
、
一
九
七
三
）
を
参
照
。
『
程
氏
外
書
』
巻
一
二
に
「
和
靖
嘗
以
易
傳
序
請
問
曰
、
至
微
者
、
理
也
。
至
著

者
、
象
也
。
體
用
一
源
、
顯
微
無
間
、
莫
太
洩
露
天
機
否
。
伊
川
曰
、
如
此
分
明
説
破
、
猶
自
人
不
解
悟
」
と
あ
り
、

、
、

『
語
類
』
巻
五
九
に
「
若
以
正
勝
邪
、
則
須
是
做
得
十
分
工
夫
、
方
勝
得
他
、
然
猶
自
恐
怕
勝
他
未
盡
在
」
な
ど
と

、
、

あ
る
。

（
８
）
參
較
―
比
較
対
照
す
る
。
見
比
べ
る
。
『
語
類
』
巻
五
五
に
「
問
、
三
子
之
事
。
成
覵
則
若
參
較
彼
己
、
顏
子
則
知

聖
人
學
之
必
可
至
、
公
明
儀
則
篤
信
好
學
者
也
。
三
者
雖
有
淺
深
、
要
之
皆
是
尚
志
」
と
あ
る
。

［
一
〇
］

本
文

顔
子
、
學
得
親
切
。
如
孟
子
仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
、
無
限
量
也
。
以
見
聖
人
之
道
大
。
瞻
之
在
前
、
即
不
及
、
忽
焉

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
３
）

在
後
、
又
蹉
却
。
以
見
聖
人
之
道
中
。
觀
此
一
段
、
即
知
顔
子
看
得
來
親
切
。
博
我
以
文
、
便
知
識
廣
、
約
我
以
禮
、
歸
宿

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
３
）

（
３
）

處
也
。

口
語
訳

顔
回
は
、
身
に
切
実
な
学
び
方
を
す
る
。
（
『
論
語
』
子
罕
篇
に
い
う
）
孔
子
は
「
之
を
仰
げ
ば
彌
い
よ
高
く
、
之
を
鑽き

れ
ば
彌
い
よ
堅
し
」
の
よ
う
な
語
は
、
（
聖
人
の
道
が
）
際
限
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
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『
上
蔡
語
録
』
巻
上
訳
注
（
一
）

（
原
）

っ
て
、
聖
人
の
道
の
広
大
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
之
を
瞻
れ
ば
前
に
在
り
」
と
い
う
の
は
、
ゆ
き
足
り
な
い
の
で
あ
り
、

み

「
忽
焉
と
し
て
後
に
在
り
」
と
い
う
の
は
、
今
度
は
見
逃
し
て
（
ゆ
き
過
ぎ
て
）
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
、

聖
人
の
道
の
中
正
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
『
論
語
』
の
）
こ
の
一
節
を
考
察
す
れ
ば
、
顔
回
の
見
方
が
切
実
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。
「
我
を
博
む
る
に
文
を
以
て
す
」
れ
ば
、
知
識
が
広
が
り
、
「
我
を
約
す
る
に
礼
を
以
て
す
」
と
は
、
最
後

に
落
ち
着
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注（
１
）
親
切
―
ぴ
っ
た
り
と
肌
身
に
こ
た
え
る
こ
と
、
切
実
に
感
じ
る
こ
と
。
朱
熹
が
好
ん
で
用
い
た
表
現
。
『
朱
子
絶
句

全
譯
注
』
第
五
冊
（
日
本
漢
詩
文
學
會
編
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
）
五
八
・
一
九
一
頁
を
参
照
。
本
篇
巻
上
に

「
横
渠
云
、
性
性
爲
能
存
神
、
物
物
爲
能
過
化
、
甚
親
切
」
と
あ
り
、
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
九
に
「
只
如
原
道
一
篇
極

好
。
退
之
毎
有
一
兩
處
直
是
搏
得
親
切
、
直
似
知
道
。
然
却
只
是
博
也
」
と
あ
り
、
『
語
類
』
巻
一
八
に
「
不
曾
喫
底
、

見
人
説
道
是
解
醉
解
飽
、
他
也
道
是
解
醉
解
飽
、
只
是
見
得
不
親
切
。
見
得
親
切
時
、
須
是
如
伊
川
所
謂
曾
經
虎
傷

者
一
般
」
と
あ
る
。

（
２
）
孟
子
―
和
刻
本
の
頭
注
「
孟
子
、
當
作
孔
子
」
に
従
い
、
「
孟
子
」
を
「
孔
子
」
の
誤
り
と
解
し
た
。

（
３
）
仰
之
彌
…
之
彌
堅

瞻
之
在
前

忽
焉
在
後

博
我
以
文

約
我
以
禮
―
『
論
語
』
子
罕
篇
に
「
顔
淵
喟
然
歎
曰
、

仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
。
瞻
之
在
前
、
忽
焉
在
後
。
夫
子
循
循
然
善
誘
人
、
博
我
以
文
、
約
我
以
禮
。
欲
罷
不
能
、
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第

号
30

既
竭
吾
才
、
如
有
所
立
卓
爾
。
雖
欲
從
之
、
末
由
也
已
」
と
あ
る
。
本
条
に
お
け
る
『
論
語
』
解
釈
は
、
『
程
氏
外

書
』
巻
三
に
「
瞻
之
在
前
、
過
者
。
忽
然
在
後
、
不
及
也
。
如
有
所
立
卓
爾
、
聖
人
之
中
也
」
（
朱
熹
『
論
語
精
義
』

で
は
、
程
頤
の
語
と
す
る
。
）
と
あ
り
、
『
程
氏
遺
書
』
巻
一
五
に
程
頤
の
語
と
し
て
「
大
而
化
之
、
只
是
謂
理
與
己

一
。
其
未
化
者
、
如
人
操
尺
度
量
物
、
用
之
尚
不
免
有
差
。
若
至
於
化
者
、
則
已
便
是
尺
度
、
尺
度
便
是
己
。
顔
子

正
在
此
、
若
化
則
便
是
仲
尼
也
。
在
前
是
不
及
、
在
後
是
過
之
。
此
過
不
及
甚
微
、
惟
顔
子
自
知
、
他
人
不
與
。
卓

爾
是
聖
人
立
處
、
顔
子
見
之
、
但
未
至
爾
」
と
あ
る
よ
う
に
、
程
氏
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
４
）
蹉
却
―
北
宋

李
之
儀
『
姑
溪
居
士
後
集
』
巻
一
「
晩
歩
汴
堤
始
見
春
色
次
夜
與
蔡
君
規
鄭
希
仁
同
飲
進
奏
官
舍
」

賦
に
「
春
來
本
不
與
我
期
、
病
中
蹉
却
春
來
時
」
と
あ
り
、
南
宋

史
浩
『
鄮
峰
真
隠
漫
録
』
巻
四
八
「
瑞
鶴
仙
【
勸

、
、

酒
】
」
詞
に
「
悵
良
辰
美
景
、
花
前
月
下
、
空
把
歡
遊
蹉
却
」
と
あ
り
、
『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
一
七
に
「
擧
。

、
、

道
吾
與
漸
源
至
一
家
吊
慰
。
…
…
師
云
、
道
吾
横
身
爲
物
指
出
生
死
根
源
、
親
到
寶
山
、
一
問
當
面
蹉
却
」
と
あ
る

、
、

の
に
よ
る
と
、
見
逃
す
、
（
機
会
を
）
逸
す
る
、
と
い
っ
た
含
意
で
あ
る
。

（
５
）
得
來
―
動
詞
や
形
容
詞
の
後
ろ
に
置
い
て
補
語
を
導
く
構
造
助
詞
。
香
坂
順
一
「
旧
白
話
雑
記
」
（
『
白
話
語
彙
の

研
究
』
（
光
生
館
、
一
九
八
三
）
）
三
一
四
～
三
一
六
頁
、
江
藍
生
「
呉
語
助
詞
〝
来
〟
〝
得
来
〟
遡
源
」
（
『
著
名
中
年

語
言
学
家
自
選
集
・
江
藍
生
巻
』
（
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
）
を
参
照
。
江
藍
生
論
文
は
、
非
韻
文
文
献
で

は
『
語
類
』
が
初
出
と
す
る
が
、
す
で
に
本
条
に
見
え
る
。
そ
の
他
、
本
篇
巻
上
に
「
横
渠
敎
人
以
禮
爲
先
。
…
…
然

其
門
人
下
稍
頭
溺
於
刑
名
度
數
之
間
、
行
得
來
困
、
無
所
見
處
、
如
喫
木
札
相
似
、
更
沒
滋
味
、
遂
生
厭
倦
」
と
あ

、
、
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り
、
同
じ
く
「
堯
夫
精
易
之
數
、
事
物
之
成
敗
始
終
、
人
之
禍
福
修
短
、
算
得
來
無
毫
髪
差
錯
」
と
あ
り
、
『
語
類
』

、
、

巻
一
三
に
「
又
曰
、
臣
之
視
君
如
寇
讎
、
孟
子
説
得
來
怪
差
、
却
是
那
時
説
得
」
な
ど
と
あ
る
。

、
、


